
研究者情報

フリガナ
氏名

タガミ アツシ
田上 敦士

職名/学位 准教授/修士（国際開発）

所属
学科

流通情報工学科 所属学会
島嶼学会，島嶼コミュニティ学会，
マネジメント学会

専門
分野

・地域経済論
・経営戦略論

利用可能な
設備等

・アンケート解析ソフトウェア
・統計データ分析ソフトウェア

研究テーマ
・地域経済振興のための、新産業創出のあり方。
・マクロ統計データ分析による地域経済の分析。

地域経済振興の研究

地域経済の研究、地域振興の方策、
これまでに、地域経済とその振興にかかわることを全般に研究してきました。具体的には、マク
ロ統計データの分析と、現地でのフィールドワークなどです。これまでは、山間部などの交通辺縁
地域、また、人口減少地域を中心に研究してきました。ここ数年は本校のCOC事業に関連して、
離島域も研究の対象としています。経済分析というのは、基本的に過去のデータを分析すること
が中心ですが、その中から他の地域に応用が可能なデータ（成功事例・失敗事例）の分析を行っ
ています。
経営学の領域からは、これらの地域の経済振興を達成するために、どのような戦略をとりうるの
か、などについての分析を行っています。
交通不利地域における新産業の創出、サテライトオフィスの立地、現在使用されていない建物
の活用法など、産業の振興そのものもさることながら、地域の復活・振興のために、何をなしうる
のか、を主眼に、地域振興に取り組んでいる様々な地域をフィールドとして研究を行っています。
具体的な地域としては、徳島県神山町、島根県海士町、名古屋市大須商店街、滋賀県黒壁商店
街、沖縄県国頭村、鹿児島県奄美大島市、などがあげられます。

本研究の成果・適用分野・アピールポイント

・複数の自治体・公的団体から、様々なアンケート調査の分析と報告書の作成を受託しています。
・また、マクロ経済分析も可能ですので、地域あるいは商圏のデータ分析も対応できます。
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